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　2017年8月に「水銀に関する水俣条約」が発効した。

水銀は、昔からさまざまな用途に利用されてきたが、

健康や環境への毒性が強く、また、環境中に排出され

ると分解されず地球上（大気・水・土壌など）を循環

することから、数次の国際交渉を経て2013年に「水

銀に関する水俣条約」が制定された。

　この条約は、水銀の供給・使用から排出・廃棄に至

るライフサイクルにわたって国際的に規制するもので、

「水俣条約」の名称には、有機水銀により引き起こさ

れた水俣病のような被害を二度と繰り返してはならな

い、という決意が込められている。

　現在、水銀の需要量は日本ではピーク時の1%未満

にまで減少したが、世界では依然として約4,700トン

の水銀が利用されている（2015年時点、UNEP報告

2017）。これは、途上国を中心に、小規模金採掘にお

ける水銀消費や化学工業プロセスにおける水銀利用が

多いこと等による。今後は、途上国を含む多くの国の

水俣条約への参加を促すとともに、条約の着実な実施
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出典1：UNEP Global Mercury Assessment 2013 (2013)

を確保するための取組が極めて重要である。

　2017年9月末には、水俣条約の「締約国会議第一

回会合（COP1）」がジュネーブで開催され、約150

カ国から、閣僚級を含む約1,200名が参加した。

　会議では、水俣条約の実施に向けて、①条約の実施

状況の報告の頻度や様式、水銀規制に関する技術的な

事項や、②事務局の組織体制、予算等の条約の運営に

関する事項について議論が行われた。

　またハイレベル・セグメントでは、中川環境大臣を

はじめ各国閣僚級による演説が行われ、全ての関係主

体が連携すること、ライフサイクル全体で水銀排出を

削 減 す る こ と 等 の 重 要 性 を 強 調 し た「Key take-

home messages」が議長によりとりまとめられた。

　このほか「水俣に思いを捧げる時間」と題した特別

イベントには、西田水俣市長や胎児性水俣病患者の坂

本しのぶさん等が参加し、水銀問題の原点である水俣

病に思いを寄せるとともに、世界の水銀対策への決意

を新たにした。

　日本は、水俣病を経験した国として条約の実施段階

においても、その知見を活用した貢献を行うこととし

ている。

COP1ハイレベル・セグメントにて中川環境大臣
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も、家を建てるにも、お金が必要。経済循環が出来て

しまっていたので何も言えなかったけれど、40年た

ってようやく発言できるようになりました。

　四日市は今、大規模なソーラー発電の導入を検討し

ています。健康被害に至るような公害ではなくても、

産業廃棄物の問題やソーラーパネルを設置する広域の

自然が犠牲になるなど、形を変えた影響はあるかもし

れません。規模が大きくなったときに、当初の想定以

上のことが起きてしまう可能性はゼロではありません。

田中：原発もですが、四日市など公害が起こった地域

でも、企業があることによって地域の暮らしが成り立

っていました。多少空が汚かろうが収入があったほう

が安心という風になってしまう。今は、そのソーラー

パネルができることでどういう影響があるか、みんな

で納得感が得られるまで時間をかけて議論する必要が

ありますよね。当時の四日市だって、有害なものが出

ない工夫をすればよかったのだけれど、生産が優先さ

れる時代だった。別の側面を当事者である企業や住民

もよく立ち止まって考えるという丁寧さがないといけ

ないとつくづく思います。

不確かなことに向き合う関係性

星野：協働やパートナーシップにどのようなことを期

待しますか。

望月：過去に何らかの合意があったものに対して、現

在の視点から改めて問いを立てていくことが必要だと

思います。取り返しのつかない大きな問題として顕在

化する前に、社会の中で対話の回路を開いていく。こ

れまでの社会のあり方においては「ジャーナリスト」

と呼ばれる人々が「炭鉱のカナリア」として機能する

ことを期待されてきました。しかし、それだけでは足

りません。一人一人の市民が正しく問題を立ち上げる

力を持つ。何らかの問題の存在に気づいた時に、きち

んとした情報に基づいた問いを立て、それによって対

話の場をつくっていける力を持つことが大事です。

矢田：人の感情に訴えることも大事です。人の命や感

情を知ることで自分の心が動くと、情報が色づくこと

があります。神経細胞が広がっていくような感覚です。

公害や環境に関するアンテナがなかったのに、出会い

や感情によって新たなアンテナができ、常に活動でき

なかったとしても、なにか良くないことが起こりそう

なときにはそのアンテナが活動します。そういう回路

が協働にもつながっていくのだと思います。

田中：昔と比べ、今は随分「協働」しやすい時代には

なりました。企業も環境対策を当たり前と捉えていま

すし、温暖化の交渉では、NGOが政府の一員として

参加しています。世の中にはテロ、災害、少子高齢化

など、課題は山積みで、化学物質にどれだけ気を回せ

るかといわれると難しいけれど、少なくとも各セクタ

ーの間で対話が出来るようになってきています。それ

ぞれがお互いの力を最大限に活かして、より良い社会

をつくっていく。おかしいと思うとき、それが素直に

言える社会にするには、日ごろから関係性の土台づく

りが必要です。GEOCにはその役割を担えるし、互い

に話のできる雰囲気づくりをしてほしいと希望します。

矢田：わからないことを聞きやすい環境も大切です。

知らないことを聞くことで、過去の合意形成が変わる

こともある。「教えてください」っていうスタンスが

持てるといいのではないでしょうか。

フロン
1928 年に開発された人工物質。
不燃焼で化学的に安定し、人体
に毒性がないといった特徴から、
冷蔵庫などの冷媒や精密部品の
洗浄剤、スプレーの噴射剤など多

様な用途に活用された。

用語解説

田中泰義（たなか やすよし）
毎日新聞社医療福祉部長。日本環境ジャーナリストの会理事。学
生時代にオーロラを研究し、入社後は気候変動を取材したことか
ら温暖化影響が顕在化する極地への関心を深め、米アラスカ大に
休職留学。東日本大震災時は原発事故を担当した。

望月優大（もちづき ひろき）
経産省、Googleなどを経て、スマートニュースでNPO 支援に携
わったのちライター・編集者として独立。株式会社コモンセンス代
表取締役。移民を主題としたウェブマガジン「ニッポン複雑紀行」
編集長。

矢田恵梨子（やだ えりこ）
漫画家。四日市公害漫画「ソラノイト」を収録した共著「空の青さ
はひとつだけ マンガがつなぐ四日市公害」を出版し平成29年度四
日市市環境活動賞を受賞。

06 ［つな環］第31号　くらしと産業




